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研究成果の概要（和文）：GABA 作動性ニューロンを蛍光タンパク質 Venus で標識したトランス

ジェニックマウス（VGAT-Venus マウス）を用いて、扁桃体の GABA 作動性ニューロンの空間配

置、化学マーカー、形態の解析を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Using vesicular GABA transporter (VGAT)-Venus transgenic mice, 
in which GABAergic neurons are labeled with the Venus fluorescent protein, the 
immunohistochemical and morphological characterizations of GABAergic neurons in the 
amygdala was performed. 
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１．研究開始当初の背景 

GABA 作動性ニューロンは、グルタミン酸作動

性ニューロンと比較すると、その形態、空間

配置、結合様式、電気生理学的特性ははるか

に多様であり、解析ツールの不足からその詳

細な機能は不明な点が多い。扁桃体 GABA 作

動性ニューロンの空間配置、シナプス結合様

式、化学マーカー、形態、電気生理学的特性

など網羅的かつ包括的解析は行われておら

ず扁桃体 GABA 作動性ニューロンの特性につ

いては不明な点が多かった。 

 

２．研究の目的 

扁桃体における GABA を介する神経伝達の役
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割を解明するために、VGAT（VGAT：小胞型 GABA

トランスポーター）プロモータ下で黄色蛍光

タンパク質 Venusを発現するトランスジェニ

ックマウス（VGAT-Venus マウス）を利用する。

GABA作動性ニューロンをVenusで標識できる

というこのきわめて強力な研究ツールとし

て活用し、扁桃体の GABA 作動性ニューロン

について空間配置、結合様式、化学マーカー、

形態、電気生理学的特性などの解析を行い、

「扁桃体 GABA 作動性ニューロンの研究基盤

を形成する」ことを最終目標とした。 

 

３．研究の方法 

① 扁桃体 GABA 作動性ニューロンのサブタ

イプの分類を行うために、VGAT-Venus

マウスを利用して、GABA 作動性ニュー

ロンの代表的な化学マーカーであるカ

ルシウム結合タンパク質（パルブアルブ

ミン(PV)、カルレチニン（CR）、カルビ

ンジン（CB））の分布を解析するため、

組織学的解析を行った。 

 

② 扁桃体 GABA 作動性ニューロンのサブク

ラスのうち、PV 陽性ニューロンの扁桃

体での役割を解明するために、PV-Cre

マウスと VGAT-flox マウスを掛け合わ

せることで、PV 陽性 GABA 作動性ニュー

ロン特異的に VGAT が欠損する遺伝子改

変マウスを作製し、解析を行った。 

 

４．研究成果 

① PV、CR、CB 陽性ニューロンは、扁桃体

外側核に観察されたが、介在核には観察

されなかった。以上の結果から、異なる

特性をもつ GABA 作動性ニューロンが扁

桃体の各亜核に局在し、扁桃体による情

動機能の独自の調節を行っていること

が示唆された。 

 

② PV陽性GABA作動性ニューロン特異的に

VGAT が欠損する遺伝子改変マウスを作

製した。その結果、コントロールマウス

（VGAT flox/flox）と比較すると、ミュ

ー タ ン ト マ ウ ス （ PV-Cre/+; VGAT 

flox/flox）は生後 7 日目から体重の減

少が生じ、生後 14 日目に痙攣を呈し、

死亡した。したがって、この遺伝子改変

マウスでは成体期での扁桃体での PV 陽

性の GABA 作動性ニューロンの役割は明

らかにできなかったので、今後別の手段

を用いて、PV陽性 GABA 作動性ニューロ



ンのみならず他のサブクラスの GABA 作

動性ニューロンの扁桃体での機能につ

いて解析する予定である。 
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